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【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/38     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ   7/38    ５０１　
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   Ｇ０３Ｆ   7/00    ５０３　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月10日(2010.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）　基板上に第１層を用意する工程、前記第１層は、第１高分子バインダー内に分散
された第１輻射線吸収化合物を含む、
　Ｂ）　前記第１層上に第２層を用意する工程、前記第２層は、第２高分子バインダー内
に分散された第２輻射線吸収化合物を含む、
　Ｃ）　前記第１層及び第２層を乾燥させた後、前記乾燥された第１層及び第２層からの
湿分の除去を抑制する条件下で少なくとも４時間、約４０℃～約９０℃で、前記第１層及
び第２層を熱処理する工程
を含んで成るポジ型画像形成性要素を提供する方法。
【請求項２】
　前記熱処理中、前記画像形成性要素は、該前駆体からの湿分除去に対する効果的なバリ
ヤを形成するために、不透水性シート材料内に包まれるか若しくは収容され、又は該画像
形成性要素の前記熱処理が、相対湿度が少なくとも２５％に制御されている環境内で実施
される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記熱処理中、前記不透水性シート材料が、前記画像形成性要素の端部の周りでシール
されている請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１高分子バインダーが、１種又は２種以上の(メタ)アクリルアミド、(メタ)アク
リロニトリル、N置換型環状イミド、スチレン誘導体、及び、尿素基を含有するペンダン
ト基を有するモノマーから誘導された反復単位を含む請求項１～３のいずれか一項に記載



(2) JP 2009-528568 A5 2011.4.21

の方法。
【請求項５】
　Ｄ）　画像形成された領域と非画像形成領域とを提供するために、請求項１によって提
供された画像形成性要素を像様露光する工程、そして、
　Ｅ）　該画像形成された領域だけを除去するために、該像様露光された画像形成性要素
と水性現像剤とを接触させる工程
をさらに含んで成る請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
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